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解説

下図のように、端子ａｂ間に電圧Ｖ〔Ｖ〕を与えたとき、回路全体に流れる電流をＩ〔Ａ〕

とする。

この回路は対称形をしているので各枝路に流れる電流は、同じ大きさに分流する。

よって、ＩはＩ/3とその1/2のＩ/6に分流する。

電流の値に抵抗Ｒ〔Ω〕を掛けると抵抗端の電圧を求めることができる。

下図のような閉回路をとると、キルヒホッフの法則より次式が成り立つ。

Ｉ Ｉ Ｉ 5Ｉ
Ｖ＝Ｖ１＋Ｖ２＋Ｖ３＝ Ｒ＋ Ｒ＋ Ｒ ＝ Ｒ〔Ｖ〕 ①

3 6 3 6

端子ａｂ間の抵抗値Ｒａｂ〔Ω〕は、回路に加えた電圧Ｖを電流Ｉで割った値だから、

式①を用いると次式となる。

Ｖ 1 5Ｉ 5
Ｒａｂ＝ ＝ × Ｒ ＝ Ｒ〔Ω〕

Ｉ Ｉ 6 6

［正答：3]



解説

(1) 共振状態においては、ＶＣとＶＬの大きさが同じで逆位相となるので、これらの和の
． ．

Ｖａｂは0〔Ｖ〕となる。
．

(2) 共振角周波数をωｒとすると、ＸＬ＝ωｒＬ〔Ω〕で表される。

回路のＱは、

ωｒＬ ＸＬ
Ｑ＝ ＝

Ｒ Ｒ

で表される。共振状態では、ＶＣとＶＬの大きさはＶのＱ倍となるので、
． ． ．

ＸＬ
ＶＬはＶの大きさの 倍である。
． ．

Ｒ

(3) 共振回路のＱは、次式で表される。

ωｒＬ
Ｑ＝ ①

Ｒ

1
Ｑ＝ ②

ωｒＣＲ

式①と式②の両辺を掛けると次式となる。

ωｒＬ 1 Ｌ
Ｑ２＝ × ＝

Ｒ ωｒＣＲ ＣＲ２

1 Ｌ
両辺の√をとると、 Ｑ＝ √ となる。

Ｒ Ｃ

［正答：5]



解説

妨害波の周波数ｆ１＝438.52〔ＭＨｚ〕およびｆ２＝493.36〔ＭＨｚ〕による2波3次の

相互変調積の周波数ｆＸ〔ＭＨｚ〕は、次の二つの式で表される。

ｆＸ＝2ｆ１－ｆ２＝2×438.52－439.36＝437.68〔ＭＨｚ〕 ①

ｆＸ＝2ｆ２－ｆ１＝2×439.36－438.52＝440.20〔ＭＨｚ〕 ②

式②は選択肢にないので、437.68〔ＭＨｚ〕である。

［正答：3]

正しく

5 感度抑圧効果を軽減するには、高周波増幅部の利得を小さくし、また、中間周波増幅器

等の同調回路のＱを大きくする方法がある。

［正答：5]



解説

直線検波回路は、入力電圧に比例した復調出力電圧を得ることができる。二乗検波回路

は、入力電圧の２乗に比例した復調出力電圧を得ることができるが、直線検波回路に比較

して出力のひずみが大きい。

検波出力電圧には高周波成分が含まれているので、出力を低域フィルタに通すと復調出

力が得られる。

出力電圧が入力電圧の２乗に比例した特性の回路は第二高調波成分が発生しやすい。

［正答：4]



解説

Ｕ字形部を同軸ケーブル上の波長の1/2波長にすると、平衡線路との接続点ａｂにおい

て、点ｂの電圧と電流の位相は点ａよりπ〔rad〕遅れる。

そのとき、接続点ａとｂの電圧は下図のようにＶと－Ｖになる。Ｕ字形部分の両端の電

圧は逆位相（＋Ｖと－Ｖ）になるので、大地間の電位は平衡して不平衡－平衡の変換がな

される。また、接続点ａｂ間の電圧は2Ｖとなる。

電流Ｉは、下図のように、うかい線路と平衡線路とで二分されるので、うかい線路の電

流は平衡線路側の電流Ｉで表すとＩ/2となる。

平衡線路のインピーダンスは電圧/電流で求めることができる。電流が1/2で電圧が2倍

なので、平衡線路のインピーダンスは同軸ケーブルの特性インピーダンスの4倍となる。

［正答：2]



解説

電力比の真数をＧとすると、デシベルＧｄＢは次式で表される。

ＧｄＢ＝10log１０Ｇ〔ｄＢ〕

log１０2≒0.3であり、log１０4＝log１０2＋log１０2≒0.6なので、10×0.3＝3〔ｄＢ〕の

真数は2、10×0.6＝6〔ｄＢ〕の真数は4である。また、3〔ｄＢ〕の損失は1/2となる。

給電点から算出地点までの距離Ｒ〔ｍ〕は、三平方の定理から次式によって求めること

ができる。

Ｒ＝√12２＋(18－2)２ ＝√12２＋16２ ＝√144＋256 ＝√400 ＝20〔ｍ〕

表とこれらの値を問題(1)の式に代入して、Ｓを求めると次式となる。

1 1 1
Ｓ＝ＰＧ× ×Ｋ＝1,000× ×4× ×4

40πＲ２ 2 40×π×20２

1 1 1
＝1,000× × ＝ 〔ｍＷ/ｃｍ２〕 ①

2 10×π×100 2π



周波数が30〔ＭＨｚ〕以下の場合は、①から次式により電界強度Ｅ〔Ｖ/ｍ〕の値を算

出する。

Ｅ２

Ｓ＝
3770

よって、次式に①のＳの値を代入して電界強度Ｅを求めることができる。

Ｅ＝√3770Ｓ ≒61.4√Ｓ 〔Ｖ/ｍ〕

［正答：4]

正しく

5 回路網の入力信号と反射信号の分離には、方向性結合器が用いられる。

［正答：5]


